
　進学や就職で地方を離れた人たちなどが、
生まれ故郷や応援する自治体に納税すること
ができる「ふるさと納税」。内子町では11月
から新しいシステムを導入して、地域の魅力
を全国に発信したいと考えています。
　今回の特集では、返礼品に協力してもらう
皆さんから、制度に対する期待や寄付金の使
い方などについて話を聞きました。また内子
町を応援してくれる皆さんの声を紹介し、そ
の思いをどのようなカタチにすればいいかを
考えたいと思います。
　内子町を離れた親族や知人の皆さんにもご
紹介していただき、みんなで内子町を元気に
していきましょう。

残したい風景がある、
応援したい人がいる。

特集　――内子町ふるさと応援寄付金――



　創建100周年を迎えた内子座の紙
ファイルです。地元の版画家・山田
きよさんがデザインしました。旅の
思い出のパンフレットなどを入れ
る、土産用に作ったものですが、内
子座や商店街をもっと知ってほしい
と思い返礼品にしました。
　町のために頑張っている人は、た
くさんいます。祭りの実行委員会や
まちづくりのＮＰＯなど、地域を盛
り上げる活動を支援する「ふるさと
応援寄付金」であってほしいですね。

　棚田米は「日本の棚田百選」に選
定された美しい棚田で、住民がその
景観を守りながら一生懸命作ってい
る米です。急勾配の棚田での耕作は
大変ですが、昼夜の寒暖差やきれい
な湧き水のおかげで、甘みのあるお
いしい米ができます。収穫量が少な
いため知名度は低いですが、多くの
人に知ってもらえる機会になればと
思っています。食べるときに泉谷の
棚田に思いを馳せてもらい、「心の
交流」ができたらうれしいです。

　道の駅せせらぎで販売している
「オダメイド」のアイスのセットです。
小田地域で栽培されている珍しい野
菜や旬のものをアイスにするので、
季節ごとの味が楽しめます。この商
品を足がかりに、地域を元気にした
いと考えています。
　寄付金は、お年寄りが住み続けて
良かったと思える町になるように
使ってほしいです。オダメイドも微
力ながら頑張るので、小田地域を応
援してください。

返礼品に協力してもらう皆さんに思いを聞きましたInterview

ふるさと納税で町を元気に

　

ふ
る
さ
と
納
税
は「
納
税
」
と

い
う
言
葉
が
付
い
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
都
道
府
県
や
市
区
町
村

へ
の「
寄
付
」
で
す
。
内
子
町
で

は「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」
と

い
う
名
称
で
、
全
国
か
ら
内
子
町

を
応
援
し
て
く
れ
る
人
を
募
っ
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
人
は
地
方
で
生
ま
れ
、

教
育
を
受
け
て
育
ち
ま
す
。
進
学

や
就
職
を
機
に
都
会
に
出
て
納
税

し
ま
す
が
、
納
税
す
る
の
は
住
ん

で
い
る
町
―
―
。
そ
の
人
た
ち
を

育
ん
だ「
ふ
る
さ
と
」
の
町
に
は

税
収
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

自
分
の
意
思
で「
ふ
る
さ
と
」
に

い
く
ら
か
で
も
納
税
で
き
る
制

度
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
問
題
提
起
か
ら
始

ま
っ
た
の
が「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
、
一
部
で
も
自

分
の
納
税
先
や
使
い
道
を
選
択
で

き
る
こ
と
や
、
生
ま
れ
故
郷
や
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
な
ど
の
力
に

な
れ
る
こ
と
、
税
や
地
域
の
在
り

方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
27
年
１
月
に
は
税
制
が
改

正
さ
れ
、
控
除
さ
れ
る
限
度
額
の

「
ふ
る
さ
と
納
税
枠
」が
、
約
２
倍

に
拡
充
。「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
」の
創
設
で

手
続
き
も
簡
素
化
し
、
ま
す
ま
す

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
の
全
自
治
体
へ
の
寄
付

額
は
１
６
５
２
億
９
０
０
０
万
円

で
、
26
年
度
の
４
倍
以
上
と
な
り

ま
し
た
。

　

内
子
町
で
は
制
度
を
活
用
し

て
、
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
発
信

し
よ
う
と
、
新
し
く
ポ
イ
ン
ト
制

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
寄
付
額
が
多
く
て
も
、

返
礼
品
は
１
個
で
、
価
格
も
一
定

の
も
の
で
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
制
に

す
る
こ
と
で
、
寄
付
額
に
応
じ
た

返
礼
品
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
ま
た
商
品
に
還
元
す
る

金
額
が
増
え
る
の
で
、
地
域
や
地

場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
変
わ
る
の
は
、
内
子
町

民
が
内
子
町
に
寄
付
を
し
た
場
合

に
も
、
返
礼
品
が
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
み
ん
な
で

「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」を
広
げ

て
、
町
を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
制
に
変
わ
り
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

11月から新しいシステムを導入

　木質ペレットは環境に優しいエ
ネルギーなので、「エコロジータウン内
子町」らしい返礼品だと思います。
間伐材などから作るので、山の保全
にもつながるし、木材産業や製材業
に関わる人たちも助かります。雇用
が生まれ、若い人が増えるかもしれ
ません。地域が潤うために、エネル
ギーの地産外商を広げたいと考えて
いたので、ふるさと納税には期待を
　寄せています。森林を守る私たち
　　 の活動にぜひご協力ください。

　返礼品の果物は、果樹園で数㌫し
か採れない秀逸なものです。内子町
の果物がおいしいことや、農家の素
晴らしさを宣伝できていると思いま
す。何より、応援してくれる人たち
に、喜んで食べてもらえるのがうれ
しいです。来年は桃やブドウを加え
るなど、徐々に返礼品の種類を増や
す予定です。農業の課題は多いです
が、町外の人にも知ってもらうこと
が活力になりますので、よろしくお
願いします。

　創業124年の醸造会社です。地元
の裸麦を使った麦みそや、健康食品
の酢卵などを作っています。地域の
自然が育んだふるさとの味を守って
いますが、最近では海外でも売れる
ようになって驚いています。
　ふるさと納税は地域に根ざした企
業や、町を知ってもらえるいい機会
です。返礼品がきっかけで、町を訪
れてもらうなど、新たなつながりに
も期待しています。制度の趣旨を大
切にして、長く続けてほしいです。

ふるさとやお世話になった地域に税金を納められる「ふるさと納税」
27年度の税制改正により、ますます注目されています。
内子町では新しいシステムを導入し、町の元気を応援します――

稲月　道
みち た か

隆さん

泉谷の棚田を守る会
事務局

大西　啓
けい す け

介さん

内子まちづくり商店街
協同組合　代表理事

納堂　邦
くに ひ ろ

広さん

地域おこし協力隊

森　秀
ひ で お

夫さん

森文醸造（株）
代表取締役

二宮　治
は る お

雄さん

内子フレッシュパーク
からり　店長

内藤　昌
まさ の り

典さん

（有）内藤鋼業
代表取締役

木質ペレットを地産外商、
森林や木材産業を守りたい

内子町の農産物のおいしさを
全国の人に届けたい

応援してもらえる皆さんとの
つながりを長く大切にしたい

地域を盛り上げるために、
頑張る人を支援する寄付金に

棚田米を食べて、守る人たちの
ことを少しだけ思ってほしい

オダメイドは小さな一歩、でも
小田地域の元気を応援します

愛がある愛媛ペレット 内子豚ハムソーセージセット、
内子柿セット　など

おいしい酢卵木箱セット、
おたふくみそセット　など

大正ロマンの芝居小屋
「内子座」の紙ファイルなど 泉谷の棚田米

「オダメイド」アイス
詰め合わせセット

【写真の説明】左から：手入れが行き届いた人工林、森文醸造の蔵は大正時代から使われている、泉谷の棚田の収穫の様子

高
ま
る
注
目
度
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る
さ
と
応
援
寄
付
金
に

　
　
　
　

は
、
町
へ
の
思
い
が
詰

　
　
　
　

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
返
礼
品
に
は
つ
く
り
手
の
思
い

も
―
―
。
つ
な
が
っ
て
、
広
が
っ

て
、
地
域
の
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
内
子
町
が
大
好
き
で
す
。人
も

自
然
も
町
並
み
も
―
―
。
素
晴
ら

し
い
環
境
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
寄
付
金
を

町
の
発
展
の
た
め
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」。
４
年
前
に
就
職
し
て
、

内
子
町
を
離
れ
た
若
者
か
ら
い
た

だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
の

他
に
も
、「
内
子
町
の
お
い
し
い

農
産
物
の
フ
ァ
ン
で
す
。
体
に
気

を
付
け
て
頑
張
っ
て
」「
泉
谷
の

棚
田
の
美
し
い
景
観
が
、
こ
れ
か

ら
も
長
く
続
く
よ
う
に
応
援
し
て

い
ま
す
」「
内
子
座
の
素
晴
ら
し

さ
以
上
に
、
町
の
人
た
ち
の
気
概

や
優
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
」な

ど
、
た
く
さ
ん
の
応
援
の
声
が
届

い
て
い
ま
す
。
毎
年
、
役
場
ま
で

足
を
運
ん
で
、
寄
付
金
を
手
渡
し

し
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
思
い
を
カ
タ
チ
に
す

る
た
め
に
、
内
子
町
で
は
寄
付
金

の
具
体
的
な
使
い
方
を
検
討
中
で

す
。
例
え
ば
若
者
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
へ
の
支
援
・
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
な
ど
の
空
き
家
活
用
の

補
助
・
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
な

ど
―
―
。
た
だ
し
継
続
的
な
支
援

に
は
安
定
し
た
寄
付
金
の
確
保
が

必
要
で
す
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
機
に
、
返
礼
品
を
充
実
し

な
が
ら
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　

上
杉
文
庫
を
通
じ
た
上
杉
さ
ん

と
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
な
、
互
い

の
心
が
動
く
交
流
は
素
晴
ら
し
い

事
例
で
す
。
そ
の
よ
う
な
事
例
を

増
や
す
た
め
に
、
皆
さ
ん
か
ら
の

寄
付
金
の
使
い
方
の
提
案
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
返
礼
品
の
協
力

企
業
な
ど
は
随
時
募
集
中
で
す
。

町
全
体
が
い
い
方
向
に
向
か
う
、

み
ん
な
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
仕

組
み
に
す
る
た
め
に
、
多
く
の
人

と
の
つ
な
が
り
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
親
戚
や
知
人

に
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
を
勧
め

る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
１

　３年前に長崎県からＵターンして柿農家になり
ました。亡くなった祖母が大切にしていた柿園を
受け継いでいます。祖母は亡くなるまで柿を作っ
ていて、90歳頃に新しい苗木を植えていたそうで
す――。子どもの頃からかわいがってもらってい
たので、自分にとっても思い出が詰まっている柿
園。一緒につくれなかったのは残念ですが、最後
まで一生懸命に柿を育てれば、祖母への恩返しに
なると思って頑張っています。
　まだいろいろ試しながらで、上手な人にも教え
てもらいながらですが、出す商品にはこだわって
います。内子町や柿農家を応援してくれる人を、
裏切らないようないい柿を提供したいです。道の
駅からりに出荷しているのも、お客さんの声が直
接聞けるから――。今年は数が少ないので、十分
な商品の数が用意できないかもしれませんが、甘
みの乗ったおいしい柿をお届けします。

　ふるさと応援寄付金で内子町の子どもたちに本
を贈り、たくさんのお礼の言葉をいただきました
が、私の方がお礼を言わなければと思うほど、た
くさんの感動をいただきました。
　母校の五十崎小学校を訪れたときは、全校生徒
が校歌を歌ってくれて、みんなと握手しました。
大瀬中学校の皆さんには、修学旅行で私の会社を
訪問してもらいました。幼稚園や保育園からは園
児たちのかわいらしい手紙――。生涯忘れられな
い感動です。ふるさとへの思いも深まり、内子町
にいるたくさんの後輩たちが幸せになれるよう
に、ずっと応援したいと思っています。
　皆さん、上杉文庫の本を読んで、しっかりと心
に栄養を与えてください。友達をいじめたり、だ
ましたりする子にならないでください。私に見せ
てくれた素敵な笑顔をこれからも大切にして、大
きく成長してくれることを願っています。

守りたい、伝えたい、 その思いをつなぎたい。

3_山本さんの柿園がある大瀬・喜田村地区
の風景　4_柿の収穫をする山本さん。鋭い
目で一つ一つの色づきを確かめる

1_五十崎小学校の図書室。好きな上杉文
庫の本を選んでくれた図書委員の皆さん
2_上杉さんとハイタッチする子どもたち

(株 )大黒商事
取締役会長
Uesugi Seiichi
上杉　誠一さん

Yamamoto Naomi
山本　直見さん

25歳のときに神戸市で大黒商事
を設立。ふるさと応援寄付金の制
度ができた当初から、多額の寄付
を内子町にいただいています。

大瀬・喜多村地区の柿農家。道
の駅からりに出荷しています。
手塩にかけて育てた柿を、ふる
さと応援寄付金の返礼品として
提供してくれています。

「感動」が最高の返礼品――祖母が育てた柿を皆さんに届けたい

た
く
さ
ん
の
応
援
の
声

町
へ
の
思
い
を
受
け
止
め
る

ふ

１

３

２

４
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